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第４期の達成状況評価における現況分析結果の活用について（案） 

 

１．活用（その１） 

 ○ 第３期までの教育研究評価と同様、中期目標の達成状況評価において、教育研究の質の向

上に関わる事項を適切に評価するため、評価者は、中期計画の実施状況を評価する際、法人

の主要な教育研究組織である学部・研究科等の現況分析結果を適宜参照するものとする。 

 

２．活用（その２） 

○ 第３期の教育研究評価では、各法人の中期目標が法人全体の教育研究活動を網羅している

ことから、中期目標である大項目の「教育に関する目標」及び「研究に関する目標」を判定

する際、主要な学部・研究科等の「教育」又は「研究」の現況分析結果を全法人に統一的に

フィードバック（加算・減算）している。 

 

○ 一方、第４期では中期目標大綱から、各法人が自らの目指す方向性を踏まえ、特に変革を

進め、特色化を図る項目を選択し、中期目標とする方式に変更されたことから、法人の中期

目標は、必ずしも法人全体の教育研究活動を網羅する形になっていない。 

 

○ したがって、第４期の教育研究評価においては、第３期と同様、現況分析結果を達成状況

評価へ加算・減算の形で活用することは困難と考えられる。 

そこで、第４期の達成状況評価では、その評価結果において中期目標（大綱項目）ごとの

達成状況とともに、法人の教育研究の質の向上に関する事項を総括するものとして、法人の

主要な教育研究組織である学部・研究科等の現況分析結果を記載するものとする。 

 

 

資料５ 
国立大学教育研究評価委員会 

（第 74回）R6.7.31 
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≪第４期の中期目標に関する達成状況の評価結果イメージ≫ 

 

【教育の場合】 

１．中期目標に関する達成状況 判定 

（組織改編・整備） 

✓ 国や社会、それを取り巻く国際社会の変化に応じて、求められる人材を育

成するため、柔軟かつ機動的に教育プログラムや教育研究組織の改編・整備

を推進することにより、需要と供給のマッチングを図る。④ 

【３】 
達成して 

いる 

 中期計画 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

【３】 
実施して 

いる 

（数理データサイエンス・AI） 

✓ データ駆動型社会への移行など産業界や地域社会等の変化に応じて、社会

人向けの新たな教育プログラムを機動的に構築し、数理・データサイエンス・

AIなど新たなリテラシーを身に付けた人材や、既存知識をリバイズした付加

価値のある人材を養成することで、社会人のキャリアアップを支援する。⑪ 

【４】 

上回る成

果が得ら

れている 

 中期計画 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

【４】 

優れた実

績を上げ

ている 

（国際的教育） 

✓ 学生の海外派遣の拡大や、優秀な留学生の獲得と卒業・終了後のネットワ

ーク化、海外の大学と連携した国際的な教育プログラムの提供等により、異

なる価値観に触れ、国際感覚を持った人材を養成する。⑫ 

【４】 

上回る成

果が得ら

れている 

 中期計画 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

【４】 

優れた実

績を上げ

ている 

 

 

 

２．学部・研究科等の現況分析 
判定※ 

（平均値） 

教育の状況：教育の水準（質の向上の状況を含む） ２．８ 

※ 現況分析の分析項目「教育の状況」について、当該法人における学部・研究科等の判定 

（４段階）の平均値。 


